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海外情報

中国の飼料需給をめぐる
内外の情勢と今後の見通し

調査情報部　寺西　梨衣、露木　麻衣

１　はじめに

　中国では、経済発展による生活水準の向上により畜産物需要が増加した。これに伴い飼料
産業も発展してきたため、世界最大の飼料生産国となった。主な原料であるトウモロコシは
ほぼ国産でまかなえているものの、近年は減産が続いている。大豆かすの原料となる搾油用
大豆の輸入量は増加傾向にある。このような中、2018年からは米中貿易摩擦やASF（アフリ
カ豚コレラ）の発生などにより情勢が大きく変化しているため、引き続き飼料需給について
注視していく必要がある。

【要約】

２　飼料需給の概要

畜産生産大国である中国は、飼料生産大国

でもある。飼料の主な原料であるトウモロコ

シはほぼ自給できているものの、輸入に依存

する原料も多く、大豆の輸入量は世界の大豆

貿易量の6割を占めている。このため、本稿

では、世界最大の飼料生産国である中国にお

ける飼料の流通実態や飼料需給をめぐる情勢

と今後の見通しについて、2019年9月に北

京市、吉林省および広東省で実施した調査に

基づき報告する。本稿中の為替レートは、

1元＝ 15.8円（2019年10月末TTS相場：

15.76円）を使用した。

（1）飼料需給の推移

中国では、経済発展による生活水準の向上

に伴い畜産物の需要が増加してきた。このた

め畜産業も発展し、主な畜産物の生産量は、

1999年から2018年の20年で約1.7倍（牛・

羊肉は約1.5倍、豚肉は約1.3倍、家きん肉

は1.8倍、家きん卵は1.5倍、生乳は4.3倍）

に増加した（図1）。これに伴い、畜産物生

産に必要な飼料の需要も増加している。

図１　主な畜産物生産量の推移
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政府による飼料や飼料原料の生産振興は、

2016年3月に中国の国会に相当する全国人

民代表大会で採択された「中華人民共和国民

経済・社会発展の第13次5カ年計画綱要」や、

これを受けて中国の内閣に相当する国務院が

同年10月17日に公表した「国務院による全

国農業現代化計画（2016〜2020年）」（以

下「十三五計画」という）および農業部（現

農業農村部）が同25日に公表した「全国飼

料工業“十三五”発展計画」（以下「飼料工

業十三五計画」という）に基づいて実施され

ている。

「飼料工業十三五計画」には畜種ごとの飼

料生産数量目標などが定められており、

2020年までに各畜種向けの飼料生産量を増

加させることとなっている（表1）。

このため、飼料生産量は増加傾向で推移し、

2018年には、2020年目標の2億2000万ト

ンを超えて2億2788万トンとなった（図2）。

これは、世界の飼料生産量の約3分の1を占

めており、2009年以降9年連続で生産量世

界第一位となった。

表１　全国飼料工業 “十三五” 発展計画における目標

用途 2015年生産量
（万トン）

2020年目標
生産量

（万トン） 増加率（％）

豚 8,344 9,400 12.7%

採卵用家きん 3,020 3,100 2.6%

肉用家きん 5,515 6,000 8.8%

水産 1,893 2,000 5.7%

反すう家畜 884 1,000 13.1%

その他 354 500 41.2%

合計 20,010 22,000 9.9%

資料：農業部（2016年10月25日）
　注：「家きん」には鶏・アヒル・ガチョウ、「その他」には毛皮用動物などが含まれる。

図２　畜種別飼料生産量の推移
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（2）飼料需給構造

反すう動物、豚および家きんなど畜産用飼

料の主な原料は、エネルギー源としてトウモ

ロコシが、たんぱく源として大豆かすが利用

されている。この他、これら原料の代替やビ

タミン・ミネラルを補充する原料として、コ

ウリャンやふすま、DDGS（トウモロコシの

蒸留かす）、魚粉なども利用されている。

トウモロコシは主要農産物とされており、

全国的に生産されているが、東北部の黒竜江

省や吉林省における生産量が多く、上位10

省で約8割を生産している（図3、4）。特に

吉林省は気候が適しているため単位面積当た

りの収量も高い。

大豆かすとは、大豆油の搾りかすである。

大豆は黒竜江省や安
あん

徽
き

省、内モンゴル自治区

を中心に生産されており、かつては、大豆油

もこれらの地域で生産されていた。しかしな

がら、現在は、これらの地域で生産されるも

のは豆腐など加工度の低い食品に使用されて

おり、大豆油は輸入大豆から生産しているた

め、海外から運搬する大型船が接岸可能な中

〜南東部の沿岸地域での生産が増加している

（図3、5）。

図３　トウモロコシおよび大豆の生産分布
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図４　地域別トウモロコシ生産量（2017年）
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図５　地域別大豆生産量（2016年）
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一方、畜産業の分布を見てみると、酪農は

北部で盛んであるが、肉用牛経営は南西部、

養豚や養鶏は中〜南東部で盛んである。従っ

て、多くの畜産農家はトウモロコシの生産地

から地理的に離れていることになる。個別農

家が東北部から購入・運搬するのはコスト面

で効率が悪いため、トウモロコシを多給する

養豚・養鶏が盛んな地域で飼料産業が発達し

てきた（図6、7）。

現地専門家によると、中国では昔から水運

が発達しており、輸送コストは車、鉄道、船

の順で安くなる。東北部で生産されたトウモ

ロコシは、鉄道で遼寧省の大連まで運搬し、

そこから船に積み替え、揚子江や珠江など大

きな河川を経由して中〜南東部の飼料工場ま

で運搬することができる。前述のとおり大豆

かすも中〜南東部で多く生産されているた

め、原料調達が容易で消費地にも近い、理に

かなった立地だといえる。

図６　主要畜産業の分布
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資料：国家統計局の発表を基にALICが作成

図７　トウモロコシの物流と飼料生産主要省の分布
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（1）政府の政策

国務院による「十三五計画」には、畜産物

の生産数量目標や、トウモロコシなど飼料原

料となる穀物の作付面積目標が示されてい

る。これに基づき各種政策が実施されること

になる。

また、中央一号文書（注１）にも食糧から飼料

への転換や、サイレージ用トウモロコシなど

良質な飼料の増産について記載されているこ

とから、飼料生産は国の重要政策のひとつと

なっているといえる。

（注１）　�毎年年頭に発表される、政府がその年の方針や優先課題
を示す文書。

（2）トウモロコシの生産動向

中国政府は、トウモロコシの安定供給を確

保するため、2008年から北部4地域（黒竜

江省、吉林省、遼寧省および内モンゴル自治

区）を対象としたトウモロコシの臨時備蓄制

度を実施してきた。これは、供給過剰となっ

たトウモロコシを政府が「最低買付価格」で

購入し備蓄する制度であるが、農家は安定し

た利益を得ることができるため、当該制度導

入以降は作付面積および生産量ともに増加し

てきた。しかしこれにより、トウモロコシ在

庫が過剰となってしまったため、2016年か

らは当該制度を廃止し、取引を自由市場に委

ねた上で、農家に対しては作付面積に応じた

直接支払いへと変更した（注２）。また、「十三五

計画」によると、大豆などへの転作を推奨し、

2015年には5.7億ムー（3800万ヘクター

ル:1ムー≒6.67アール）であった作付面積

を、2020年までに5億ムー（3333万ヘク

タール）まで減少させることとした。

（注２）　�臨時備蓄制度の廃止については、海外情報「中国、トウ
モロコシ臨時備蓄政策を停止」（https://www.alic.
go.jp/chosa-c/joho01_001535.html）を参照され
たい。

これら政策の効果もあり、2016以降は、

作付面積、生産量ともに減少傾向で推移して

いる（図8）。

また、中国のトウモロコシ輸入量は、需要

量の1%となっている（表2）。トウモロコシ

３　飼料原料供給の現状

写真２　�吉林省公主領市の収穫前のトウモロ
コシ（2019年9月上旬撮影）。公主領
市は中国で最もトウモロコシの単収
が高い。

写真１　�黒竜江省のトウモロコシ畑。広大な
平地にトウモロコシ畑が広っている。
（飛鶴乳業HPより）
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の輸入は許可制となっており、関税割当の配

分は、国家発展計画委員会によって決定され

る（注３）。今回調査した飼料メーカー 4社のう

ち生産量10位以内の大手2社は輸入トウモ

ロコシを利用している。輸入トウモロコシの

方が安価であるため、割り当てられた枠は消

化し、残りの必要量を東北部から調達してい

るとのことだった。

（注３）　�トウモロコシの輸入については、畜産の情報2017年1
月号「中国の飼料需給動向〜穀物政策の変更と飼料需給
をめぐる現状〜」P.94（https://www.alic.go.jp/
content/000132729.pdf）を参照されたい。

図８　トウモロコシ生産の推移
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表２　トウモロコシ需給量の推移（2019年10月現在）

年度 2015/16 2016/17 2017/18 2018/19 2019/20

　作付面積（万ha） 4,497 4,418 4,234 4,213 4,100

　総供給量 44,102 47,809 48,554 48,486 47,284

国内生産量 26,499 26,361 25,907 25,733 25,400

期首在庫 17,286 21,202 22,302 22,253 21,184

輸入量 317 246 346 500 700

　総需要量 22,900 25,508 26,302 27,302 27,702

　国内消費量 22,900 25,500 26,300 27,300 27,700

飼料向け 16,500 18,500 18,700 19,000 18,800

食用・工業向けなど 6,400 7,000 7,600 8,300 8,900

　輸出量 0 8 2 2 2

　期末在庫 21,202 22,302 22,253 21,184 19,582

資料：USDA/FAS PSD online
注１：2018/19年度、2019/20年度は10月時点の見込み。
　２：生産年度は10月～翌９月。
　３：総需要量＝国内消費量＋輸出量。

（単位：万トン）

（3）大豆および大豆かすの供給動向

中国では植物油の消費量が多い。米国農務

省のレポートによると、2017年度（2017

年10月〜翌9月）の食用油の消費量は大豆

油が1650万トン、菜種油が860万トン、パ

ーム油が290万トンであることから、中国

では植物油のなかでも特に大豆油を好んで使

用しているといえる。

大豆については、「十三五計画」において、

2015年には0.98億ムー（653万ヘクター

ル）であった作付面積を、2020年までに

1.4億ムー（933万ヘクタール）に増加させ

ることとしている。このため、2015年には

649万ヘクタールまで減少した作付面積は、

2017年には824万ヘクタールまで拡大して

いる（図9）。

しかし、国産大豆は小粒で油分が少ないた

め搾油に適さず、生産量も需要を満たすまで

はいかないため、前述の通り、国産のものは
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豆腐などに加工される一方で、搾油用を中心

に大豆の輸入は増加してきた。2017年度は

9410万トンの大豆を輸入しており、これは

供給量の7割以上を占める（表3）。

一般的に、大豆1トンから大豆かすが800

キログラム生産されるといわれており、大豆

油を生産することで、一定量の大豆かすが安

定的に供給されることになる。2017年度に

は7000万トン以上の大豆かすが生産され、

これらはほぼ飼料用に供されている（表4）。

なお、中国は、大豆かす自体も輸入している

が、わずかである。また、総需要量の1%強

を日本やオランダなどに輸出している。

図９　大豆生産の推移
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表３　大豆需給量の推移（2019年10月現在）

年度 2015/16 2016/17 2017/18 2018/19 2019/20

　作付面積（万ha） 682 760 825 840 900

　総供給量 11,315 12,428 12,996 12,196 12,184

国内生産量 1,236 1,364 1,520 1,590 1,710

期首在庫 1,756 1,714 2,066 2,306 1,974

輸入量 8,323 9,350 9,410 8,300 8,500

　総需要量 9,601 10,361 10,643 10,222 10,283

　国内消費量 9,590 10,350 10,630 10,210 10,270

飼料向け 320 360 390 420 430

工業向け 8,150 8,800 9,000 8,500 8,500

食用向け 1,120 1,190 1,240 1,290 1,340

　輸出量 11 11 13 12 13

　期末在庫 1,714 2,066 2,352 1,974 1,902

資料：USDA/FAS PSD online
注１：2018/19年度、2019/20年度は10月時点の見込み。
　２：生産年度は10月～翌9月。
　３：総需要量＝国内消費量＋輸出量。
　４：搾油向けは「工業向け」に含まれる。

（単位：万トン）
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表４　大豆かす需給量の推移（2019年10月現在）

17/18 18/19（予測）19/20（予測）

　総供給量 7,130 6,734 6,737

国内生産量 7,128 6,732 6,732

期首在庫 0 0 0

輸入量 2 2 5

　総需要量 7,130 6,734 6,737

国内消費量 7,011 6,637 6,647

飼料向け 6,901 6,522 6,527

工業向け 110 115 120

食用向け 0 0 0

輸出量 120 98 90

　期末在庫 0 0 0

資料：USDA/FAS PSD online
注１：2018/19年度、2019/20年度は10月時点の見込み。
　２：生産年度は10月～翌9月。
　３：総需要量＝国内消費量＋輸出量。

（単位：万トン）

写真４　�吉林省長春市のスーパーマーケット
の植物油コーナー。大豆油のほか、
菜種油、トウモロコシ油、ヒマワリ
油などが陳列されている。主に5リッ
トル入りが販売されており、1本60〜
140元（948円〜2212円）程度。

写真３　�広東省広州市のスーパーマーケット
で量り売りされている中国黒竜江省
産大豆。500グラムで4元（63円）程度。

４　飼料生産と流通

（1）　飼料の形態

中国の飼料工場で生産されているものに

は、主に3つの形態がある（図10）。一つ目

は「配合飼料」である。これは最終製品であ

り、そのまま家畜に給与できる。二つめは「濃

縮飼料」であり、タンパク質、ミネラルなど

で構成されている。この「濃縮飼料」を1に

対してトウモロコシを3の割合で配合するこ

とにより「配合飼料」として家畜に給与する

ことができる。三つ目は「プレミックス（原

語では「預混飼料」）」である。2種以上の飼
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料添加剤を混合したもので、これは「濃縮飼

料」と同様に「配合飼料」の原料として使用

する。なお、飼料添加剤はビタミンや微量元

素などを主原料とするものを指す。

写真５　�飼料製品サンプル。左から、鶏ひな用
飼料、濃縮飼料、配合飼料（粒状）、
配合飼料（ペレット状）。

図10　飼料形態の基本的関係図
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トウモロコシ
などの穀物

２種以上の飼
料添加剤を混
合して生産

＋ ＋

＋

：飼料として販売されているもの

資料：中国報告網と聞き取りを元にALICが作成

（2）生産量

冒頭でも紹介したように、畜産物などの需

要の増加に伴い、飼料生産量は増加傾向で推

移している。前述の3種のうち配合飼料の生

産量が最も多く、2018年では、約2億トン

で生産量の約9割を占めている（図11）。

今回、東北部1社、北京近郊2社、南東部

1社の四つの飼料メーカーを調査することが

できた（表5）。東北部では飼料生産量のう

ち7割、北京近郊では7.5〜8割、南東部では

全量が配合飼料とのことであった。現地専門

家によると、東北部の畜産農家はトウモロコ

シも生産している兼業農家が多く、このよう

な農家は濃縮飼料などを購入し、自分で作っ

たトウモロコシと混合して利用している。従

って、トウモロコシの生産が盛んな地域では濃

縮飼料の生産も多いといえる。ただし、近年は

兼業農家が減少しているとされているため、配

合飼料が飼料全体の生産量に占める割合も増

加傾向にあることがうかがえる（図11）。

図11　種類別飼料生産量の推移
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配合飼料 配合飼料のシェア（右軸）
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（%）

（1〜6月）

資料：中国飼料工業協会、各種公表資料よりALICで作成
　注：2017年の数量は公表資料からALICで推計。
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（3）飼料生産工程

飼料生産工程に当たっては、日本と大きな

違いはない。

調達した原料は、まず、成分などの検査を

受ける（1）。検査に合格した原料はサイロ

や保管庫に一時保管される（2）。原料を投

入し混合、製品を包装する（3）。生産され

た製品は製品用サイロや倉庫に一時保管され

（4）、最終検査に合格した製品が出荷される

（5）（6）。（3）の生産工程はほぼ機械化さ

れており、従業員は制御室で管理している程

度である。その他の工程では、大規模企業ほ

ど機械化が進んでおり、中小規模の企業では

（2）の原料の運搬や（5）、（6）の製品の仕

分けなどを手作業で行っているところもあ

る。

表５　調査対象飼料メーカーの概要

企業名
本社
所在地

業務内容
生産する飼料の
種類と対象

生産量
（万トン）

工場数 企業の特徴など

吉林徳泰飼料科技
発展有限公司

吉林省
長春市

飼料生産、養鶏（採
卵）、食糧貿易流
通

配合飼料、濃縮飼料、
プレミックス豚、家
きん、反すう他

30 2
2015年にISO9001を取得。
吉林省のトウモロコシ12万トン、大豆かすなど地
元産のものを使用。

大北農集団 北京市
飼料生産、養豚（繁
殖雌豚15万頭）、
穀物種子生産など

配合飼料、濃縮飼料、
プレミックス豚、家
きん、反すう、水産

420 100

2017年業界7位。ISO9001、HACCPを取得。
トウモロコシは吉林省の買付ステーションで150
万トン、輸入で15〜17万トン調達。
大豆かすは大手搾油企業数社から100万トン調達。
工場は、青海省、チベット自治区以外の省に所在。

北京首農畜牧
発展公司

北京市 飼料生産
配合飼料、プレミッ
クス豚、家きん（ア
ヒル）、牛など

20 2

ISO9001、HACCPを取得。
東北部や河北省のトウモロコシを競争入札で15万
トン調達。
大豆かすは大手搾油企業から5万トン調達。
生産量のうち7割はグループ内の酪農場に提供。

広東海大集団
広東省
広州市

飼料生産、養豚
（年間200万頭出
荷）・養きん（肉用、
年間2000万羽出
荷）、水産養殖

配合飼料豚、家きん、
水産

1200 170

2017年業界5位。基礎研究に注力。
吉林省のトウモロコシを競争入札もしくは直接6
〜700万トン、輸入で100万トン調達。
大豆かすは湖北省や広東省から調達。
生産量のうち200万ﾄﾝはグループ内に提供。

資料：ALIC取りまとめ

図12　飼料生産工程
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資料：現地での聞き取りを基にALICが作成
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写真７　�原料倉庫。左が検査前、右が検査後
の原料。

写真６　検査室

写真９　制御室で生産工程を監視する様子写真８　原料を搬入する車両

写真11　�製品の仕分け作業。大規模工場では
機械化が進む。

写真10　製品の袋詰め作業

写真12　製品用サイロと搬出車両
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（4）飼料の流通

トウモロコシや大豆かすなどの原料の調達

から、製品となった飼料の畜産農家への販売

に至るまでの主な流通経路は、以下の通りで

ある（図13）。

生産されたトウモロコシは、農家や、備蓄

および乾燥を業務とする備蓄企業のサイロで

保管・乾燥される。飼料メーカーのトウモロ

コシの買い付けには、大きく分類して二つの

ルートがある。一つは備蓄トウモロコシが放

出された時に競争入札で調達するルートであ

る（1）。この方法は、一度に大量に調達す

ることができるが、放出の時期は決まってい

ないため、原料が不足することもある。原料

が不足した場合や、生産地に近い中小規模の

企業などは、もう一つの仲買人を通じたルー

トで調達している（2）。この場合、仲買人

が農家や備蓄企業から必要量のトウモロコシ

を収集し、飼料生産工場に持ち込む。工場で

水分量などの検査を行った後、企業とトウモ

ロコシ農家で直接価格交渉を行う。仲買人で

はなく、独自に「買取センター」を所有して

いる企業もある。なお、買取価格については、

毎年秋に政府が発表し、農家への直接支払い

の基準となる「目標価格」をもとに交渉され

るため、企業間で大きな差はないと考えられ

る。

大豆かすの買い付けについては、飼料メー

カーと搾油企業で直接交渉するが、成約した

大豆かすは飼料生産工場近隣の搾油工場から

直接運搬される（3）。

生産された製品の販売も2ルートに分類さ

れる。一つは飼料を多量に必要とする大規模

農家である。直接価格交渉を行い、契約が成

立した製品をバラ積みで搬入するが、このル

ートで取り扱う量は少ない（4）。もう一つは、

袋詰めの製品を、販売代理店を経由して販売

するルートである（5）。このような代理店

は一つの村に10店舗程度あり、各店舗は複

数社の飼料を取り扱っているため、畜産農家

はこの代理店で必要な製品を購入する。

なお、調査を行った4社のうち、自社で運

送用車両を所有している企業はなかった。こ

れは、自社で運搬車両と運転手を抱えるより

も、輸送専門の業者に依頼した方がコストが

低いためである。従って、トウモロコシなど

原料の購入から製品の搬出まで、すべて外部

の運送業者が請け負っていることになる。

ASFの発生が続く中国では、飼料メーカー

の防疫意識も以前よりは高まっており、外部

車両の進入は原則禁止とする企業も多かっ

た。また、飼料を運搬する車両を消毒するた

め、飼料生産工場の入口には、消毒マットや

車両消毒装置が設置されていた。しかし、前

述のとおり、運搬を外部に委託しているため、

外部車両の中には運送業者の車両は含まれな

いこと、運送業者に対する防疫に関する十分

な知識の啓発、消毒施設の設置や運用の状況

にはまだ改善の余地があると思われた。
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図13　飼料の流通過程
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資料：現地での聞き取りを基にALICが作成

写真14　サイロの壁は金網写真13　トウモロコシ乾燥用サイロ

写真16　�広東省で見かけた飼料販売代理店。
「華強飼料購売部」と書かれている。
水産用飼料、養鶏用飼料などを扱っ
ている。

写真15　乾燥させたトウモロコシ
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写真18　�北京市郊外の飼料メーカー。入口に
消毒マットが設置されている。

写真17　�飼料工場入口の看板。「ASF防疫期間���
外来車両入場禁止」と書かれている

写真19　�広東省の飼料メーカーの噴霧式車両
消毒装置。「車両消毒通路を利用して
ください」と書かれており、進入す
る車両は全てここで消毒を行う。

（5）配合飼料価格

配合飼料価格の推移をみると、主原料であ

るトウモロコシ価格と連動していることが分

かる（図14）。大豆かすは輸入大豆の価格の

影響を受けるものの、一定量の大豆油の需要

があるため、その副産物として数量としては

安定して調達することが可能である。

近年はトウモロコシの価格が上昇している

ことから、配合飼料価格も上昇傾向で推移し

ている。飼料価格に関しては特に補助制度な

どはないため、価格の上昇分については、畜

産農家の負担となる。しかし、販売代理店と

畜産農家の関係維持のため、多少の上昇分は

代理店が負担することもある。

図14　飼料原料と用途別配合飼料価格の推移

1

2

3

4

5

（元/kg）
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トウモロコシ 大豆かす 肥育豚用配合飼料

肉用鶏用配合飼料 採卵鶏用配合飼料

2017.1           7                 18.1                7                19.1                7              

資料：農業農村部



畜 産 の 情 報 　 2019. 12106

今後の飼料需給においては、米中貿易摩擦

とASFの影響を外して考えることはできな

い。ASFの発生が続く中国では、2019年に

入ってから豚飼養頭数が3割以上減少したた

め、飼料需要も一時的に減少した。養豚およ

び養鶏ともに盛んな広東省では、2019年上

半期の豚用飼料の生産量が前年同期と比べて

2割程度落ち込んでいる。しかしながら、家

きん肉や魚へ消費がシフトしてきており、同

省における家きん用飼料および水産用飼料の

生産は1割以上増加している。全国的にもこ

のような傾向があり、トウモロコシや大豆か

すなどの飼料原料の需要も回復してきてい

る。今後は、畜産物需要が高まり続けている

ことや、2020年以降は養豚業が回復すると

見込まれることから、飼料の総生産量は増加

すると考えて、増産を計画する飼料メーカー

もあった。

このような中、トウモロコシ生産について

は減少傾向で推移している。しかし、現地専

門家によると、2019年は作付面積は減少し

たものの単収は増加し、在庫も前年と同じレ

ベルまで回復する見込みである。このため、

この1〜2年のうちに国産品が不足するよう

な事態にはならないと考えられている。ただ

し、今後も減産は続くと考えられており、長

期的には輸入が増加する可能性はあると考え

る関係者もいる。

輸入については、以前は輸入量の多くを米

国産が占めていたが、2013年以降は経済支

援の現物返済としてウクライナからの輸入が

多くなっている（図15）。2018年4月から

米国産品の輸入関税が段階的に引き上げられ

ており、トウモロコシの枠内関税は2019年

12月15日には36%となる予定である（注４）。

また、中国は、地理的に近いウクライナやロ

シアからの輸入を拡大しようとしているた

め、今後急に米国からの輸入が増えるとは考

えにくい。

（注４）　2019年10月時点。

大豆については、主に米国とブラジルから

輸入してきたが、2018年7月1日に米国か

らの輸入関税が28%まで引き上げられたた

め、米国からの輸入が減少した。代わりにブ

ラジルからの輸入が増加しているが、総輸入

量は減少している（図16）。現地専門家は、

大豆在庫は9月時点で100万トン以下に減少

し、今後はさらに減少すると予測している。

国内で流通する大豆かすの多くは輸入大豆

から生産した大豆油の搾りかすであるため、

大豆かす市場価格と輸入大豆価格は連動す

る。大豆輸入の減少により大豆かすの生産は

減少したが、ASFによる飼料需要減少の影

響が大きく、大豆かすが余剰となった。この

ため、2018年11月から19年3月にかけて

国内市場価格は下落した。その後家きんや水

５　飼料需給をめぐる内外の情勢と今後の需給見通し

図15　トウモロコシ輸入量の推移
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資料：「Global Trade Atlas」
　注：HSコードは1005。
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産用飼料としての需要が増加傾向にあるた

め、大豆かす価格も上昇傾向で推移している

（図17）。現地専門家によれば、米中貿易摩

擦次第ではあるが、飼料需要は増加するため、

今後も価格は上昇するとしている。

図16　�大豆輸入量の推移
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資料：「Global Trade Atlas」
　注：HSコードは1201。

図17　大豆かす価格と輸入大豆価格の比較
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資料：農業農村部、輸入CIF価格は「Global Trade Atlas」

６　おわりに

中国では畜産物需要は増加を続けており、

今後も増加傾向で推移すると考えられてい

る。主な飼料原料であるトウモロコシは、短

期的には不足することはないものの、長期的

にみると輸入が増加する可能性があると考え

られる。

大豆かすは、ASFの継続的な発生により

一時的には余剰していたが、米中貿易摩擦に

よる大豆輸入量の減少や、鶏肉などの需要の

増加により需給は引き締まり、国内市場価格

は上昇傾向で推移している。

現地調査を行った9月時点では米中貿易摩

擦解消の糸口は見えず、調査を行った飼料メ

ーカーでは、来年は豚の飼養頭数が回復する

との楽観論が多かったが、ASFの影響は数

年続くともいわれている。中国は、飼料や飼

料原料の消費量は膨大であるため、穀物の国

際価格や世界の飼料需給に大きな影響を及ぼ

す。このため、引き続き中国の飼料需給動向

を注視する必要がある。

　「畜産の情報」2019年8月号および10月号の掲載内容に誤りがありました。
　読者の皆さまにご迷惑をおかけしたことをお詫び申し上げますとともに、以下のとおり訂正させていただきます。

○2019年8月号「EU酪農・乳業の現状と展望」
1　はじめに（68ページ）について
左段1〜3行目を以下のとおり訂正します。
【正】�EUは、生乳生産量で全世界の2割（FAO、2017年）を占める有数の生産地域である。
【誤】�EUは、生乳生産量で全世界の3割近く（FAO、2017年）を占める最大の生産地域である。

○2019年10月号「タイにおける牛乳・乳製品の需給動向」
表2（94ページ）について、単位が（個/キログラム）とあるのは、（個/ミリリットル）の誤りでした。


